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日韓問題のインバウンドへの影響について 

日韓関係の悪化に歯止めがかかりません。歴史問題から経済や安全保障の分野まで対立が広がって

います。訪日外国人動向においても、韓国人客の減少が報じられています。日本の景気を支えてきた

インバウンドへの影響はどうなのでしょうか。今回の CBCA NEWSで取り上げます。 

  

2017年 7月、日本を訪れた韓国人

客は前年同月比で▲7.6％と減少しま

した。日韓関係の悪化が影響している

ことは確実です。しかしながら、中国を

始め他国が牽引し、訪日外客総数では

+5.6％と堅調に推移しました。 

訪日韓国人客数の動向を詳しくみる

と、昨年の夏場以降、既に頭打ちの状

態にありました。そこへ今回の騒動が

あり、減少が鮮明になりました。今後更

なる落ち込みも予想されます。 

なお、台湾や香港からの訪日客も伸

び悩んでいます。一方、中国は依然と

して訪日客総数の増加をけん引してい

ます。また、欧米や東南アジアからの

訪日客も堅調です。 

ここ近年の訪日外客数を牽引してき

たのは「韓国、中国、台湾、香港」のア

ジア隣国でしたが、今後は「中国＋欧

米やアジア広域」の外客数の伸びがカ

ギを握る構図へと移行していくでしょ

う。 

さて、落ち込みが避けられない訪日

韓国人客ですが、日本での経済的影

響はどうでしょうか。 

韓国人客の宿泊地として人気がある

エリアは近畿、九州、沖縄などの西日

本です。特に九州は、船舶での訪日も

可能なことから人気が高いです。福岡

を始めとした九州では、韓国の落ち込

みを他国の伸びで直ちに補うのは難し

く、短期的な影響は最も大きいと思わ

れます。 
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※宿泊地は所管運輸局区分

訪日外国人の宿泊地構成 (2018年)
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次に、韓国人が日本で使うお金に目

を向けてみます。 

1人 1回当たりの費用を見ると、韓国

人客は 8万円弱と、外国人客全体の約

半分にとどまっています。一見、韓国人

の消費額が他国と比べて少ないように

見えますが、これは、韓国人客の 1回

当たりの滞在期間が他の外国人客の

約半分（4～5日）と短いことが影響して

います。韓国人客は、日本までの距離

が近いことから、滞在期間が短い代わ

りに、訪日回数が多いことが特徴で

す。 

韓国人客の旅行費用の主なものは、

他の外国人客同様、宿泊費、飲食費、

買物代となりますが、買物代が旅行費

用全体に占める割合は、他の外国人

客よりやや少なめです。 

韓国人客の買物代の内訳を見ると、

菓子・酒・その他食料品で約 4割を占

め、飲食費以外でも飲食関係に多く出

費していることが分かります。 

こうしてみると、韓国人にとって日本

への旅行は、近くて手頃なグルメツ

アーといった色彩の強いことが伺えます。 

さて、日韓問題のインバウンドへの影響について総括すると、九州を中心とした韓国人客の人気が高いエ

リアで、宿泊施設や飲食店中心に短期的な影響は避けられず、また、韓国人客に人気のお菓子やアルコー

ル飲料メーカーの売上にも若干の影響が出るかもしれません。もっとも、ビール各社などは、むしろ韓国内で

の不買運動のほうが、影響が大きいでしょう。 

しかしながら、中国や他国からの訪日外国人客が足元堅調なことから、韓国人客の落ち込みの大部分がカ

バーされそうです。全体として、日韓問題のインバウンドへの影響は限定的なものに留まるのではないでしょ

うか。 
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買物代の内訳
その他

時計･ﾌｨﾙﾑｶﾒﾗ

電気製品

靴・かばん・革製品

衣類

健康ｸﾞｯｽﾞ･ﾄｲﾚﾀﾘｰ

医薬品

化粧品・香水

その他食料品類

酒類

菓子類
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※パッケージツアー参加費内訳含む

訪日費目別１人１回当たり旅行消費単価

その他

買物代

娯楽等

交通費

飲食費

宿泊費


